
　

鳩
山
町
議
会
報
告
会
・
懇
談
会
が
、
11
月
19
日
に
町
役
場
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
27
年
４
月
に
行
わ
れ
た
「
鳩
山
町
議
会
議
員
選
挙
」
に
お
い
て
無
投
票
だ
っ

た
こ
と
を
受
け
、昨
年
度
よ
り
「
ど
う
す
る
!?
鳩
山
町
議
会
議
会
活
性
化
特
別
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
無
投
票
に
し
な
い
た
め
の
取
組
み
や
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
た
町
民
の
皆
さ
ま

の
率
直
な
ご
意
見
を
聞
く
機
会
を
と
い
う
事
で
、
議
員
全
員
で
準
備
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
多
く
の
町
民
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
９
月
議
会
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
議
会
で
行

わ
れ
て
い
る
定
例
会
の
開
催

時
期
や
、
議
会
の
役
割
に
つ

い
て
説
明
を
し
、
９
月
議
会

で
審
議
さ
れ
た
議
案
等
に
つ

い
て
の
報
告
、
28
年
度
決
算

報
告
は
、
家
計
の
収
入
・
支

出
に
例
え
た
グ
ラ
フ
で
、
町

の
決
算
内
容
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
９
月
議
会
で
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
３
件

に
つ
い
て
、
内
容
と
審
議
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
般
質
問
と

は
何
か
、
定
義
を
説
明
し
て

各
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容

等
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
員
の
定
数
と
報

酬
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

現
在
13
人
の
定
数
に
至

る
ま
で
の
推
移
を
示
し
、
近

隣
の
市
町
村
議
会
の
報
酬
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
の
削
減
が
求
め

ら
れ
る
主
な
理
由
に
つ
い
て
、

定
数
削
減
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
考
察

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
の
役
割
と
し

て
、
①
民
意
の
反
映
、
②
行

政
の
監
視
、
③
議
案
の
議
決

責
任
、
④
調
査
・
提
案
な
ど

を
挙
げ
、
町
民
の
代
表
と
し

て
の
議
員
の
仕
事
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　

３
番
目
の
テ
ー
マ
は
、
鳩

山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
町
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
に
つ
い

て
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
の
進
む
鳩
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
変
遷
に
触

れ
、現
在
進
め
て
い
る
再
生
・

創
造
事
業
か
ら
、
地
域
包
括

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
マ
ル
シ
ェ
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
７
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
の

概
要
を
紹
介
し
、
鳩
山
町
の

少
子
高
齢
化
対
策
の
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
が
出
揃
っ
た

こ
と
、
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て
の
考
察
を
発
表
し
ま
し

た
。

初の議会報告会 町民と交流
～議会活性化の取組み～

11月19日（日）町役場305・306会議室にて

①
９
月
議
会
報
告

（
日
坂
・
大
賀
議
員
）

②
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て

（
根
岸
・
小
川
議
員
）

③�

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
再
生
創
造
事
業

（
小
峰
・
石
井
徹
議
員
）
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小鷹議長と司会・石井計次議員

５つのグループに分かれて懇談会

議会報告をする大賀・日坂議員

意見を交わす小峰・石井徹議員のグループ

定数について考察した小川・根岸議員

参
加
者
か
ら
の
質
疑
に
、

全
議
員
が
応
じ
ま
し
た

課題を協議する森・中山議員のグループ

　

町
の
北
部
に
位
置
す
る
、

泉
井
地
区
の
活
性
化
事
業
と

し
て
、
町
道
第
１
号
線
の
整

備
事
業
と
泉
井
交
流
・
体
験

エ
リ
ア
の
整
備
な
ど
に
つ
い

て
事
業
の
概
要
や
、
計
画
期

間
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

上
熊
井
地
区
の
活
性
化
事

業
か
ら
は
、
集
落
セ
ン
タ
ー

の
建
替
え
、
農
産
物
直
売
所

の
新
設
事
業
の
概
要
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
鳩
山
新
ご
み
焼

却
施
設
の
予
定
地
を
地
図
で

示
し
、
町
営
路
線
バ
ス
北
部

線
の
越
生
駅
ま
で
の
延
伸
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

議
員
に
よ
る
報
告
の
後
、

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
に
立
候
補
し
た
際
に

懸
念
し
た
こ
と
は
ど
の
よ
う

な
事
か
、
と
い
う
質
問
に
全

議
員
が
答
え
ま
し
た
。

　

本
業
と
の
両
立
や
、
報
酬

面
で
の
不
安
が
あ
っ
た
等
の

答
え
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
と
し
て
も
っ

と
真
剣
に
町
の
た
め
に
尽
力

せ
よ
と
い
う
、
叱
咤
激
励
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
終
了
後
、
参
加
者

が
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
テ
ー
マ
を
議
員
定

数
と
報
酬
に
つ
い
て
と
し
た

う
え
で
、
議
会
や
町
政
に
対

す
る
自
由
な
ご
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
２

名
の
議
員
が
つ
き
、
進
行
役

と
書
記
を
務
め
ま
し
た
。

・
定
数
を
減
ら
せ
ば
、
選
挙

に
な
る
と
思
う
。

・
兼
業
を
認
め
て
い
る
の
だ

か
ら
、
報
酬
は
減
ら
し
て
も
、

民
意
尊
重
の
観
点
か
ら
、
定

数
は
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
。

・
現
状
の
13
名
で
良
い
の
で

は
な
い
か
。
議
員
を
減
ら
し

て
与
党
ば
か
り
で
も
困
る
。

・
地
元
に
議
員
が
い
て
ほ
し

い
が
、
現
実
的
に
は
難
し
い
。

・
議
員
不
要
論
も
あ
る
の
だ

か
ら
、
財
政
の
面
か
ら
も
緊

迫
感
を
持
っ
て
考
え
る
べ
き
。

・
兼
業
は
難
し
い
。
家
族
が

反
対
す
る
。

・
議
会
の
魅
力
を
発
信
す
べ

き
。
広
報
・
広
聴
を
使
っ
て

ア
ピ
ー
ル
を
。

・
昔
は
大
字
か
ら
候
補
者
を

立
て
て
、
地
元
の
意
向
を
通

し
た
も
の
だ
が
、
時
代
は
変

わ
り
、
若
い
世
代
は
行
政
に

対
し
て
不
満
が
な
い
し
、
興

味
も
な
く
な
っ
て
い
る
。

・
地
域
で
懇
談
会
の
開
催
を
。

・
社
協
の
ふ
れ
あ
い
会
食
会

の
参
加
年
齢
の
拡
大
を
。

・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
体

育
祭
の
振
興
委
員
は
自
治
会
、

新
自
治
会
だ
け
で
は
な
く
、

丁
目
ご
と
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

・
北
部
地
域
の
活
性
化
は
、

20
年
後
、
30
年
後
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

・
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
を

負
の
遺
産
に
せ
ず
、
利
活
用

で
き
な
い
か
。

・
議
員
が
自
分
で
町
の
課
題

を
探
す
努
力
を
。

・
以
前
、
議
会
だ
よ
り
の
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
知
人
が

写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い

て
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
た
。

質
疑
応
答

グ
ル
ー
プ
懇
談
会

懇
談
会
で
の

そ
の
他
の
ご
意
見

④�
北
部
地
域
活
性
化

事
業
に
つ
い
て

（
森
・
中
山
議
員
）

定
数
・
報
酬
に
つ
い

て
の
ご
意
見
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歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

小
鷹
議
長

徳
島
県
議
長
会
か
ら
も
議
会

の
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

デ
ー
タ
で
読
み
解
く
そ
れ

ぞ
れ
の
町
の
課
題

「
ど
う
す
る
!?
協
議
会
」
の
取

組
み
を
報
告
す
る
日
坂
会
長

〈
年
代
〉

　

40
代
・
・
・
・
・
・
11
人

　

50
代
・
・
・
・
・
・
３
人

　

60
代
・
・
・
・
・
・
13
人

　

70
代
・
・
・
・
・
・
８
人

　

80
代
・
・
・
・
・
・
２
人

〈
お
住
ま
い
の
地
域
〉

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
・
５
人

　

今
宿
地
区
・
・
・
・
17
人

　

亀
井
地
区
・
・
・
・
11
人

〈
興
味
深
か
っ
た
テ
ー
マ
〉

　

９
月
議
会
報
告
・
・
２
人

　

議
員
定
数
・
報
酬
・
18
人

　

Ｎ
Ｔ
再
生
事
業
・
・
７
人

　

北
部
活
性
化
事
業
・
12
人

〈
報
告
会
の
内
容
に
つ
い
て
〉

　

よ
か
っ
た
・
・
・
・
26
人

　

よ
く
な
い
・
・
・
・
０
人

　

そ
の
他
・
・
・
・
・
４
人

〈
今
後
、
議
会
に
期
待
す
る

こ
と
は
（
複
数
回
答
可
）〉

　

議
会
報
告
会
・
・
・
８
人

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・
９
人

　

定
数
・
報
酬
の
協
議
９
人

　

町
民
と
の
交
流
・
・
20
人

〈
今
後
、
議
会
報
告
会
を
開

催
し
た
ら
、参
加
し
ま
す
か
〉

　

是
非
参
加
す
る
・
・
９
人

　

内
容
次
第
で
参
加
・
14
人

　

参
加
し
な
い
・
・
・
１
人

・
議
員
は
遠
い
存
在
だ
っ
た

が
、
グ
ル
ー
プ
で
懇
談
し
て

身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。

・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化

に
期
待
し
た
い
。

・
も
っ
と
い
ろ
ん
な
方
に
周

知
す
る
努
力
を
。

・
町
の
危
機
的
で
困
難
な
問

題
を
取
り
上
げ
る
べ
き
。

・
知
ら
な
い
話
が
聞
け
た
。

・
決
算
の
説
明
を
家
計
簿
に

置
き
換
え
て
、
わ
か
り
や
す

か
っ
た
。

・
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
交
流
会
を
頻
繁
に
開
催
し
、

受
け
身
で
は
な
く
議
会
側
か

ら
も
っ
と
発
信
す
べ
き
。

　

初
め
て
の
取
組
み
で
し
た

が
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
の
活
発
な
ご
意
見
を
頂
き
、

と
て
も
有
意
義
な
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
議

員
一
同
、
議
会
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
に
徳
島
県
町
村

議
会
議
長
会
の
33
人
が
、
鳩

山
町
議
会
の
活
性
化
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
視
察
研
修
に

来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ど
う
す
る
!?
鳩
山
町
議

会　

議
会
活
性
化
特
別
協
議

会
」
の
取
り
組
み
を
説
明
し
、

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

無
投
票
に
対
す
る
徳
島
県
の

町
村
議
会
の
取
組
み
な
ど
も

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
議
会
活

性
化
に
つ
い
て
の
様
々
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
に
越
生
町
と
、

と
き
が
わ
町
議
会
の
合
同
研

修
に
、
鳩
山
町
議
会
と
し
て

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

飯
能
信
用
金
庫
の
専
務
理

事
、
関
谷
和
昌
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
３
町
の
地

域
基
盤
分
析
を
も
と
に
、
将

来
の
税
収
や
所
得
を
予
測
し
、

人
口
の
推
移
か
ら
、
３
町
そ

れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
を
示

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
談
会
で
は
３
町

の
議
員
間
で
情
報
交
換
を
行

い
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
埼
玉
県
町
村

議
会
議
員
研
修
会
が
、
10
月

19
日
に
フ
レ
サ
よ
し
み
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

は
と
バ
ス
の
元
社
長
、
宮
端

清
次
氏
で
す
。
倒
産
寸
前
の

会
社
再
建
の
た
め
改
革
を
断

行
し
、
業
績
を
Ｖ
字
回
復
さ

せ
た
秘
話
を
お
聞
き
し
、
自

治
体
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
研
修
で
し
た
。

　

平
成
29
年
度
議
会
広
報
研

修
会
が
、
埼
玉
県
民
健
康
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
で

参
加
し
、
埼
玉
県
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
芳

野
政
明
理
事
長
の
研
修
を
受

け
ま
し
た
。「
ど
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
議
会
活
動
も
、
住

民
が
知
ら
な
け
れ
ば
、
評
価

は
な
き
に
等
し
い
」
と
い
う

こ
と
ば
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら�

（
抜
粋
）

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

（
自
由
意
見
）

議
会
報
告
会
・
懇
談

会
を
終
え
て

徳
島
県
の
町
村
議
長
と
鳩
山
町
議
員
が

議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
白
熱
意
見
交
換

近
隣
の
町
議
会
議
員

と
交
流
・
情
報
交
換

は
と
バ
ス
再
建
か
ら

得
た
教
訓

～
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
の
あ
り
方
～

住
民
に
読
ま
れ
、

議
会
活
動
が
伝
わ
る

議
会
だ
よ
り
を
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